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国民健康保険税の
納期が変わります。

l典陣1たりの支払額を軽減し納付しやすくするために、平成8年12月議会において

納期が4共肋、ら8期に改正されました，

－改正内容－

平成9年度 �前平成8年度 

納　期　限 �納　期　限 

第1期 �9年7月31日（木） �（8年5月31日） 

第2期 �9年9月1日（月） �（8年9月2H） 

第3期 �9年9月30日（火） �（8年12月12日） 

第4期 �9年10月31日（金） �（9年1月31日） 

第5隔 �9年12月1日（月） �－ 

第6期 �9年12月25日（木） �－ 

第7期 �10年2月2日（月） �－ 

第8期 �10年3月2日（月） �－ 

※納期限一月の末日が土曜日・日曜日になる時は、

次の週の月曜日が納期限になります。

保険税納付は「口座振替」で！

「つい」「うっかり」保険税を納め忘れてしまうことのないよう

に、師尊で便利な口座振替をお勧めします。

i申し込み方法」

町指定の金融機関（納付書記載）へ、納税通知書と預金通帳と

通帳に使われている印鑑を持参してください。

口歴振替にすれば、わざわざ納めに行く手間が省け、納め忘れ

の心配がありません。一度手続きをすれば、毎年自動的に引き落

としが更新され、継続されます。

国保の加入者（被保険者）になるためや、国保をやめ
るのは次のようなときになります。そのときにl出ナ出を

しなかったり遅れたりすると、保険税をさかのぼって納
めなければならなくなったり、国保が負担した医療許を

返さなければならないこともあります。

①転入した口（職域の鎚的保険
に加入していない甥合）

②職場の健脚保険などをやめた

Hの翌日

13）出生したH

Q）生活保護を受けなくなったii

（功也の市区町村へ転出したiIの

梁i上　またはその日

（め職域の健康保険などへ川大し

たilの翌il

（討死亡した日の翌日

（4）Ii活保護を受け始めたti

加入の届け出が遅れると

国保に加入し、届け出をしなければならないのにそ

れが遅れると、保険税を加入した時点（l帥ナ出したと

きではない）までさかのぼって納めかナれほならなく

なり、また保険証がないため、その間の医療手酌ま全額

自己負担となります。

やめる届け出が遅れると

国保の資格がなくなったのに届け出が遅れると、媒

険証が手もとにあるため、うっかりそれを使って診療

を受ける人があります。このようなときは、国保で負

担した医療強は、あとで返していただくことになります。



くらしの

資源保護のため

あき缶は

リサイクルへ

役場293－1234

受け取りはお早めに

国民健康保険証を
交付します

今お持ちの国民健康保険被保険

者証（保険証）は、3月31日で期

限が切れます。新しい保険証を次

の通り交付します。

●とき　3月25日（月）から29日

（金）まで（午前9時から午後

4時まで）

●ところ　役場玄関ホール

●持ってくるもの　保険証（緑

色）と印鑑

※遠隔地の学生など家族と別に保

険証をお持ちの人は、申請書

（住民課国保年金係にありま

す）に学生証の写しまたは、在

学証明書を添付して、印鑑をお

持ちのうえ、国保年金係で手続

きをしてください。

平成9年2月末日現在（）は前月比

67（妨（＋18）

肋飾（＋29〉

●男・・・9．355　●女・・・10，280

●転入・…‥79　●転出…i・・51

●出生……　9　●死亡……　8

〆

妊
婦
相
談
があ

り
ま
す

●
と
き
　
4
月
1
日
　
（
月
）
　
午
後
1
時

0
0
分
～
3
時
5
0
分
（
受
付
＝
午
後
1

時
2
0
分
1
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
役
場
第
二
会
談
室
　
（
役
場

二階）

●
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
産

前
・
産
後
の
知
識
、
妊
婦
体
操
と
お

産
の
補
助
動
作

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
当
日
母

子
健
康
手
帳
を
受
け
取
る
人
）

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

わ
ん
ぱ
く
教
室
が

あ
り
ま
す

（
テ
ー
マ
…
風
船
を
つ
く
っ
て
遊
ば
う
ー
）

●
と
き
　
4
月
1
日
　
（
火
）
午
前
的
時

－
日
時
3
0
分
　
（
受
付
＝
午
前
9
時
0
0

分
～
1
0
時
）

●
対
象
　
生
後
4
か
月
児
～
就
学
前
の

乳
幼
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ

ンター・

●
内
容
　
保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
、
育

児
交
流
、
言
語
訓
練
士
に
よ
る
言
葉

の
相
談
　
（
予
約
制
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
お
し
ぼ

り
、
新
聞
紙
、
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

4
か
月
児
健
康
診
蓋

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
1
0
日
　
（
木
）
　
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
0
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
6
か
月
児

（
平
成
8
年
1
0
月
か
ら
1
2
月
生
ま
れ
の

乳児）

●
と
こ
ろ
　
通
貨
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
杏
葉
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

初
乗
り
料
金
を
補
勤
し
ま
ず

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
支
給
制
度

4
月
1
日
か
ら
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
遠
賀
町
に
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
（
外
国
人
登
録
原
票
を
含

む
）
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
在
宅
の
重

度
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
一

級
ま
た
は
二
級
、
療
育
手
帳
「
A
L

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
を
有
す
る
人
）
で
、

前
年
度
町
民
税
非
課
税
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
補
助
額
　
利
用
券
一
枚
に
つ
き
、
基

本
料
金
の
額
で
す
。

●
利
用
券
交
付
枚
数
一
年
度
中
　
（
4

月
～
翌
年
3
月
）
で
二
十
四
枚
で
す
。

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
は
四
十

八
枚
で
す
。

●
持
参
品
　
印
鑑
と
手
帳
　
（
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
考
証
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉
係
　
か

（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
内
線
2
2

●
と
き
　
4
月
1
0
日
　
（
木
）
　
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
2
時
0
0
分
ま
で
　
（
正
午
か

ら
午
後
1
時
ま
で
は
昼
食
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

※
相
談
日
以
外
に
身
障
会
長
の
西
久
保

泰
代
さ
ん
　
℡
（
2
9
3
）
1
1
9
4

万
に
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
勧
請
相
談

の
ほ
か
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
ち
ら

か
ら
出
向
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

団
員
募
集
「
九
州
害
年
の
船
」

は
海
か
ら
空
へ
・
ヤ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ウ
イ
ン
グ
押

●
訪
問
先
　
中
華
人
民
共
和
国
　
（
北

京
）
、
大
韓
民
国
　
（
ソ
ウ
ル
）

●
日
程
　
8
月
2
3
日
　
（
土
）
　
か
ら
8
月

3
1
日
　
（
日
）
　
ま
で
の
九
日
間

●
募
集
人
員
一
般
団
員
　
各
県
二
十

八
人
、
班
長
　
各
県
二
人

●
年
齢
一
枝
団
員
　
2
0
～
2
9
歳
、
班

長
　
2
6
～
3
5
歳

●
負
担
金
　
七
万
三
千
円
と
そ
の
他
諸

経
費

●
募
集
期
間
　
4
月
1
日
か
ら
5
月
1
5

日
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
青

少
年
対
策
課
　
℡
0
9
2
（
6
4
1
）

※
詳
し
く
は
、
実
施
要
綱
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
実
施
要
綱
は
、
遠
賀
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
に
有
り
ま
す
。



～おもいやり・ゆすりあいで

さわやか交通一

SS誹臆閏SS

平成9年4月6日（日）～4月15日㈹

喜駆動雄議運鵜

1高齢者と子供の交通事故を防止しよう
2　シートベルトの着用を徹底しよう
3　交差点交通マナーを高めよう

主唱　交通事故をなくす福岡県県尿劃肱部

第1鯛棺儲捌酵（÷戸）

を頴しひ）ま九

●場　　所　遠賀町大字広渡
●募集戸数　第一種（3K）B棟2階1戸

●豪∴∴貨　月額29，500円

●共益金　月額4．000円程度

●敷　　金　88，500円（家賃の3か月分）

●入居資格

○町内（こ住所または勤務場所を有する人。
○現に同居している、または同居しようと，

する親族がある人。

○収入が下表の基準以内の人。
●申込期間　4月11日（全）まで

●申し込み・問い合わせ

総務課管財係

○入居資格収入基準（給与所得害の機含）

種別 �∵ �1人 �2人 �3人 �4人 

第一植 �115000円 �2708000 �3208000 �3660000 �4096000 
震え 198000円 �露：ぇ 4027999 �露：ぇ 4463999 �龍三ぇ 4903999 �龍三ぇ 5339999 

以下 �円以下 �円以下 �円藩 �円藩 

勝　雄一郎ちゃん（松ノ本）

平成6年3月20日生まれ

ママからのメッセージ

ウルトラマンが大好きで、

出かける時も寝る時もいつ

も一緒です。「大きくなった

ら何になるのり」の答えも

もちろん「ウルトラマンI」

お姉ちゃんたちといつま

でも仲良く、強くてたくま

しい正義の味方になってね。

藤本　紀子ちゃん（尾崎）

平成6年3月17日生まれ

ママからのメッセージ

あまえん坊で泣いてはか

りの紀ちゃんですが、これ

からは元気でいつも人に好

かれる様な優しい子に育っ

てネi

一・、、＼

技
砺
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
科
目
　
経
理
　
（
初
級
「
パ
ソ
コ
ン

●
定
員
　
二
十
人

●
参
加
資
格
　
就
業
希
望
の
女
性
　
（
新

平
者
は
除
く
）

●
と
き
　
5
月
8
日
か
ら
6
月
1
9
日
ま

で
の
主
に
火
・
水
・
金
曜
H
 
l
前

1
0
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
　
（
ニ
ー

日
間
）

●
と
こ
ろ
　
直
方
市
働
く
婦
人
の
家

（
直
方
両
津
田
町
ピ
ー
二
〇
）

●
受
講
料
　
無
料
　
（
た
だ
し
教
材
経
は

受
講
者
負
担
）

●
申
込
受
付
　
4
月
1
4
日
、
1
5
日
の
午

前
9
時
か
ら
牛
後
5
時
ま
で
に
お
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
時
に
面
接
日
時
を
指
定
し
、
面

接
後
に
選
考
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
女
侶
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

崇
支
所
　
℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4

I
 
r
へ
J
6

〓
緻
・
木
造
建
築
士

試
験
が
あ
り
ま
す

●
試
験
日

▽
二
級
学
科
＝
1
月
6
日
　
（
日
）

▽
二
級
設
計
製
図
＝
9
月
2
8
日
　
（
日
）

▽
木
造
学
科
＝
1
月
2
7
日
　
（
円
）

▽
木
造
設
計
製
図
＝
1
0
月
1
2
日
　
（
H
）

●
試
験
会
楊

▽
二
級
＝
九
州
産
業
大
学

▽
木
造
＝
福
岡
大
学

●
受
付
期
間
　
4
月
1
4
日
　
（
月
）
－
1
8

日　（金）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
建
築
指
導
課

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

ま
た
は
剛
福
岡
県
建
築
士
会
　
℡
0

9

2

　

（

4

4

1

）

　

1

8

6

1

県
民
相
談
の
ご
案
内

県
庁
一
階
の
県
民
相
談
室
で
は
、
行

政
相
談
お
よ
び
法
律
・
不
動
産
相
談
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
行
政
相
談

●
と
き
　
閉
庁
日
を
除
く
毎
日
　
午
前

8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

●
相
談
内
容
　
県
政
や
県
民
生
活
に
関

す
る
こ
と

◇
法
律
相
談

●
と
き
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
1
時
か

ら
4
時
ま
で

●
相
談
内
容
　
金
銭
鮮
借
、
相
続
、
離

婚
、
保
証
人
、
契
約
な
と

◇
不
動
産
相
談

●
と
き
　
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

●
相
談
内
容
　
土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、

担
保
、
交
換
な
ど

※
法
律
・
不
動
産
相
談
は
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。

◆
申
込
先
　
福
岡
県
総
務
部
県
民
情
報

広
報
課
県
民
相
談
室
　
℡
0
9
2

（

6

5

1

）

　

1

2

3

4

定
年
後
の
再
就
職
を
お

考
え
の
あ
な
た
へ
！

㈱
福
岡
線
高
齢
者
能
力
活
用

セ
ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す

当
セ
ン
タ
ー
は
、
0
0
歳
以
上
の
キ
ャ

リ
ア
・
技
能
を
持
つ
高
齢
者
の
人
を
求

人
企
業
に
派
遣
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

労
働
省
・
福
岡
県
・
県
内
市
町
村
・
地
元
経

済
界
が
一
体
と
な
り
、
全
図
第
一
号
の

社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
た
経
験
・
技

術
を
派
遣
就
業
で
活
か
し
た
い
と
お
考

え
の
人
は
、
今
す
ぐ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
資
料
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
剛
福
岡
県
高
齢
者
能

力
活
用
セ
ン
タ
ー
　
〒
8
1
2
　
福
間
巾

博
多
区
博
多
駅
前
ニ
ー
九
1
人
　
福

岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
九
階
　
℡
0
9

2

　

（

4

5

1

）

　

8

6

2

1



平成9年度　食生活改善推進教室
（緑黄会）の受講者を募集します

緑黄会に入って、皆さんの食生活を改害しましょう。

ほんのちょっとでも興味のある人はぜひお越しください。

◆とき　平成9年4月一平成10年3月まで　毎月1回（年12回）

毎月第3金曜日の午前9時30分から五千まで

◆ところ　遠質保健所　会議室

◆受講料　無料

◆申込み先　役場福祉課保健衛生係（電話で申し込んでください）

◆締切り∴4月8日（火）

◆その他10回以上出席した人には、修了証語を授与します。

◆年間スケジュール

1 �4／25 �健　康　と　食　生　活 �7 �10／17 � 

2 �5／16 � �8 �11／21 � 

3 �6／20 �五　　大　　栄　養　　素 �9 �12／19 � 

4 �7／18 � �10 �1／16 � 

5 �8／22 � �11 �2／20 � 

6 �9／19 � �12 �3／20 � 

〆

遠賀町では、農村ふれあい事業の一環として、次のとおり「遁

賀地鶏」のあっせんを行います。新鮮な鶏卵と美味しい鶏肉、

遠賀地鶏（イサブラウン）を育ててみませんか。

●申込期間　4月1日（火）一4月8日（火）

●申込賢治　町内在住の人

●あっせん羽敦　300羽

●募集要項

▽雛の種類　メスは「イサブラウン」（玉子の色は赤色）、オ

スは「デカルプ」（白色レクホンの改良種）

▽雛の羽数1戸（1人）10羽以内

▽雛の日輪　50日雛

●配付方法　5月中旬ごろ、各地区ごとに配付予定

●雛の価格　オス、メスともに1羽315円　は30円の半額を町で

補助します。）
●申込方法　印鑑を持参の上、役場産業課農政商工係窓口で申

し込んでください。電話での受付は行いません。
●その他∴鱗の入荷日の1週間位前に連絡しますが、鶏舎やエ

サ等の準備をしておいてください。

※問い合わせ　産業課農政商工係

◆飼育についてのお願い

鶏の飼育については、オス・メスにかかわらず、悪臭・蚊・
ハエの発生や鳴き声など犬や猫の飼育同様、隣近所に迷惑のか

かるおそれがあります。これらの問題は、飼育者本人が責任を

もって解決しかナればなりません。新規に飼育をお考えの人は、

十分に検討の上、お申込みください。

廃
品
（
資
源
ご
み
）
回
収
実
施
団
体
へ
の

奨
励
金
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す

使
い
捨
て
時
代
と
呼
ば
れ
る
現
住

は
、
ご
み
の
量
が
増
え
る
は
か
り
で
な

く
大
切
な
資
源
を
食
い
つ
ぶ
し
、
ま
だ

利
用
で
き
る
も
の
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
お

金
を
か
け
て
灰
に
し
、
兜
め
立
て
し
て

い
ま
す
へ
、

遠
賀
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源

化
の
た
め
に
平
成
3
年
度
か
ら
廃
品
回

収
実
施
団
体
へ
の
奨
励
金
制
度
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

奨
励
金
交
付
団
体
の
登

録
は
4
月
5
0
日
ま
で

奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
登
録

が
必
要
で
す
。
現
在
、
継
続
的
に
廃
品

回
収
を
し
て
い
る
団
体
や
こ
れ
か
ら
始

め
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
4
月
1
日

（
火
）
　
か
ら
4
月
0
0
日
　
（
水
）
　
ま
で
に
役

場
保
健
衛
生
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

登
録
は
、
毎
年
必
要
で
す
。

対
象
団
体
は
営
利
を
目

的
と
し
な
い
団
体
で
す

奨
励
金
制
度
の
対
象
と
な
る
同
体

は
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
継
続
的

に
実
施
す
る
町
内
の
自
治
会
、
子
供
会
、

婦
人
会
、
老
人
会
、
そ
の
他
の
団
体
で
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
に
限
り
ま

す。
対
象
と
な
る
品
目
は
紙
類
・
布
類
・

鋲
類
・
ビ
ン
類
の
4
種
類
で
す

紙
類
・
布
類
・
鉄
類
・
ビ
ン
類
に
つ
い

て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
（
た
だ
し

十
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
ま
す
。
）

奨
励
金
は
各
団
体
の
活
動
費
な
ど

有
意
義
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い

平
成
8
年
度
は
二
十
七
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
資
源
こ
み
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
町
中
に
も
っ
と
資
源
ご

み
回
収
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

奨
励
金
制
度
の
概
要

○
資
源
ご
み
集
団
回
収
団
体
の
届
け
出

（
4
月
0
0
日
ま
で
）

※
届
け
出
を
も
と
に
登
録
し
ま
す
。

登
録
は
単
年
度
の
み
有
効
。

乍

○
資
源
ご
み
回
収
活
動
　
（
廃
品
回
収
）

監

○
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
の
売
却

※
業
者
か
ら
品
目
別
数
昂
・
売
却
明
細

書
と
仕
切
り
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

薩

○
奨
励
金
交
付
申
請
書
を
役
場
保
健
衛

生
係
へ
提
出

※
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
明
細
書
・
仕
切
り
語
と
い
っ

し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

謹

○
奨
励
金
交
付
決
定
通
知
書

※
代
表
者
へ
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

醒

○
奨
励
金
交
付

※
役
場
窓
口
受
け
取
り
を
希
望
し
て
い

る
団
体
は
、
印
鑑
と
通
知
書
を
お
持

ち
に
な
り
、
役
場
の
遠
賀
信
金
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
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国民年金保険料

G牽）

4月から12，800円になります

付加保険料はかわりません

定額保険料では �定額保険料＋付加保険料 　　　　では 

毎　月 �〔12，800円×12月〕 �〔（12，800円＋400）×12月〕 

納めた場合 �153．600円 �158．400円 

前納 した揚合 �149．890円 �154．570円 

割引 される額 �3，710円 �3，830円 

※前納は、4月30日（水）までに

よ　共　※　守　る　　会　に　4　が � 

う　な　老　り　た　8　係老　月　4　老 � 
に　る　齢　ま　め　月　に　鈴期　月　齢 �寡…藷謂薩励藍…齢案 支払いは4月11日から 受け取った後は 年金証書の提出を 

‾ヽ

通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

本
来
は
加
害
害
が
医
療
費
等
を

負
担
す
べ
き
も
の
で
す
か
・
・
・

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
で
も
、
届
け

出
に
よ
り
老
人
保
健
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
老
人
保
健
お
よ
び
同
氏
健
康
保
険
が
あ
な
た
の
医
療
費
を
一

時
立
て
替
え
、
あ
と
で
加
害
者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
聾
祭
に
届

け
て
「
事
故
証
明
菖
」
を
も
ら
い
ま
し
ょ

老
人
保
健
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
の
担
当
窓
口

へ
届
け
ま
し
ょ
う

住
民
課
国
保
年
金
係
の
窓
口
へ
　
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し

ま
し
ょ
、
つ
。

◆
必
要
な
も
の
　
事
故
証
明
＃
・
保
険

証
・
健
康
手
帳
・
灰
療
受
給
考
証

老
人
保
健
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
で
治
療
を
受

け
ま
し
ょ
う

示
談
は
担
当
窓
口
に
相

談
し
て
か
ら

先
に
加
害
者
か
ら
治
療
乾
を
受
け
取

っ
た
り
、
示
談
を
す
ま
せ
て
し
ま
う
と
、

あ
な
た
に
、
医
療
費
の

請
求
を
い
た
し
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
組
織
で
納
め
る
と
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す

五
人
以
上
の
納
付
組
織
を
作
っ
て
、

国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
と
、
徴
収
総
額
の
二
％
の
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。
お
得
で
す
の
で
、
ご
近

所
の
人
や
、
お
知
り
合
い
の
人
と
納
付

組
織
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

便
利
で
お
得
な
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
基
礎
年
金
（
老

齢
・
障
害
・
逝
族
）
　
を
支
払
う
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。
基
礎
年
金
は
将
来

に
わ
た
り
生
活
の
基
礎
的
部
分
を
ま
か

な
う
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
年
金
額
の

値
打
ち
が
守
ら
れ
る
よ
う
物
価
の
上
昇

に
応
じ
て
毎
年
4
月
に
年
金
額
の
改
定

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
少
な
く
と
も
五
年

ご
と
に
は
生
活
水
準
の
向
上
に
み
あ
う

年
金
額
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
物
価
上
昇
や
畠

活
水
準
の
向
上
に
よ
る
年
金
額
の
引
き

上
げ
に
照
ら
し
て
、
保
険
料
も
段
階
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ます。現
在
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
た
ち

の
菰
ら
し
を
支
え
、
将
来
私
た
ち
自
身

が
年
金
を
受
け
取
る
と
き
の
年
金
の
値

打
ち
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
保

険
料
引
き
上
げ
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
埋
解

く
た
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
を
利
用
さ

れ
る
と
、
毎
月
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
る
、
う
え
に
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
お

得
で
す
。
4
月
に
平
成
1
0
年
3
月
ま
で

の
一
年
分
を
前
納
す
る
場
合
の
保
険
料

額
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。



狂犬病の予防注射と登録は忘れずに

平成9年度狂犬病予防注射日程表
4 �4 ��4 ��4 ��4 ��4 �� 

月 �月 ��月 ��月 ��月 ��月 
30 �23 ��21 ��18 ��11 ��8 

日 �日 ��日 ��日 ��目 ��日 

素 �宗 ��舌 ��釜 ��釜 ��夷 

午前 �午　後 �午前 �午　後 �午　前 �午　後 �午　前 �午　後 �午　前 �牛　後 �午　前 � 

10 �2　1 �10 �211 �1010 �2　2　1 �111010 �2　1 �1010 �3　21 �111010 �き 

時 �時時 �時 �時時時 �時時 �時時時 �時時時 �時時 �時時 �時時時 �時時時 
20 �1015 �00 �004015 �40　00 �50　3015 �20　40　00 �0015 �50　00 �00　0015 �10　20　00 

分 �分分 �分 �分分分 �分分 �分分分 �分分分 �分分 �分分 �分分分 �分分分 
！ �ii �！ �iii �！！ �！！！ �ii！ �li �！！ �iii �iii 

11 �2　2 �11 �211 �1110 �3　2　2 �111110 �2　11 �1110 �3　21 �111110 

時 �時時 �時 �時時時 �時時 �時時時 �時時時 �時時 �時時 �時時時 �時時時 
00 �30　00 �40 �4050　30 �40　30 �00　4015 �4010　30 �3050 �20　40 �30　5045 �20　0010 

分 �分分 �分 �分分分 �分分 �分分分 �分　分分 �分分 �分分 �分分分 �分分分 

役 �今松 �田 �東旧　遠 �浅老 �千若木 �観 �新広 �尾鬼 �緑別上 �追善畠） � 
楊 �古　ノ �園 �粥 �木　良 �代葉守 ��町波 �時津 �光府別 �官松津 
車 �質本 公公 �公 ��公　公 �碁会公 ��公　公 �公　公 �芙公芸 �集公公 

庫 �民　民 �民 ��民民 �民民民 �絹蕎 �民民 �民民 �公民民 �会民民 

前 �館館 �館 �館館前 �館館 �館綿飴 ��館館 �綿飴 �園　綿飴 �所飯館 

〆「
発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

今
年
も
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
つ

ら
く
痛
い
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

注
射
は
と
っ
て
も
痛
い
け
れ
ど
す
ぐ
に

済
む
か
ら
が
ま
ん
、
が
ま
ん
。
そ
れ
か

ら
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
住
民
票
で
あ
る
登

録
も
す
る
か
ら
、
迷
子
に
な
っ
て
も
こ

主
人
様
は
安
心
で
す
よ
ね
。
（
登
録
は

生
涯
に
一
度
限
り
で
す
）

●
注
射
は
生
ま
れ
て
か

ら
九
十
一
日
以
上
の

飼
い
犬
が
受
け
て
く

だ
さ
い
。

℡
　
（
2
4
6
）
　
1
4
8
1

ハ
ー
レ
ー
動
物
病
院
　
中
間
市

℡
　
（
2
4
4
）
　
5
9
8
0

伊
藤
動
物
病
院
　
岡
垣
町

℡
　
（
2
8
3
）
　
2
1
2
2

ビ
レ
ッ
ジ
動
物
病
院
　
岡
垣
町

℡
　
（
2
8
3
）
　
1
0
1
3

パ
ル
動
物
病
院
　
水
巻
町

℡
　
（
2
0
2
）
　
1
1
2
4

野
中
家
畜
病
院
　
芦
屋
町

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
3
6
6

注
射
は
生
後
9
1
日
か
ら
受
け
ら
れ
ま

す
。
生
後
9
1
日
未
満
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
は

9
1
日
以
上
た
っ
て
か
ら
受
け
に
来
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
注
射
当
日
体
調
が
悪

か
っ
た
り
、
ご
主
人
様
の
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
で
騒
い
で
い
る
愛
犬
は
、
受

け
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
各
地
区
を
次
の
日
程

で
回
り
ま
す
。

ど
の
地
区
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
都
合
の
い
い
目
を
選
ん
で

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
注
射

の
み
が
2
8
9
0
円
　
（
予
定
）
、
注
射

と
登
録
両
方
で
5
8
9
0
円
　
（
予
定
）

です。

●
遠
賀
郡
・
中
間
市
の

次
の
病
院
で
も
注
射

と
登
録
が
で
き
ま
す
。

●
平
成
7
年
度
か
ら
登

録
制
度
が
変
わ
っ
た

こ
と
を
ご
存
じ
で
し

たか。

各
地
区
の
公
民
館
（
も
し
く
は
公
園
）

で
実
施
し
ま
す
が
、
ご
主
人
様
の
都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
次
の
動
物
病
院
で

も
注
射
と
登
録
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他

の
病
院
で
は
痛
～
い
注
射
し
か
で
き
な

い
の
で
、
登
録
し
て
い
な
け
れ
ば
注
射

済
票
を
持
っ
て
遠
賀
保
健
所
　
℡
　
（
2

0
1
）
4
1
6
1
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
ん
が
動
物
病
院
　
遠
賀
町
新
町
3

号
線
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
2
0
1
1

・
末
崎
犬
猫
病
院
　
中
間
市

い
ま
ま
で
は
毎
年
一
回
の
登
録
と
注

射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
成
1
年
度
か
ら
登
録
は
生
涯

一
回
で
よ
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
一

回
登
録
を
し
た
犬
は
、
平
成
8
年
度
か

ら
は
注
射
の
み
受
け
れ
ば
よ
く
な
っ
た

の
で
す
。
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問
い
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わ
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福
祉
課
保
健
衛
生
係


